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1. はじめに
企業は商品開発において，ユーザのニーズに合った商
品をつくるためにユーザテストを実施する．ユーザテ
ストを実施することで，企業は商品の経験価値を取得す
る．経験価値とは商品の評価指標の１つで、人が体験を
通じて得られた感動や満足感を指す。企業はユーザテス
トで得られた経験価値をフィードバックとして，商品の
再設計や要求分析の見直しに利用する．一方で，ユーザ
テストの実施に手間と時間がかかる，ユーザがユーザテ
ストに不慣れな場合，正確な経験価値を測定できないな
ど経験価値を取得する手法には問題がある．容易に経験
価値の取得ができる手法が必要である．また，正確かつ
詳細なフィードバックを得るためには，経験価値の定量
評価が必要である．本研究では，商品のユーザテスト実
施時を想定し，生体センシングを用いて経験価値を測定
する手法を提案する．本研究は，発汗計を用いてユーザ
の発汗量を測定し，発汗量からユーザの商品使用時の情
動の種類と強さを推定する．また，商品使用時のユーザ
の動作をビデオカメラの映像から識別し，ユーザの商品
使用時の体験を推定する．ユーザの情動の変化と体験か
らユーザの経験価値を推定できる．推定したユーザの経
験価値を商品の開発者にフィードバックすることで，企
業は商品の次に生かすべき点や改善すべき点が正確に把
握できる．これによって企業は，ユーザのニーズに合っ
た商品の開発ができる．

2. 経験価値の測定
ユーザテストにおいて，経験価値を測定する手法があ
る．代表的な手法として，思考発話法や回顧法などがあ
る．思考発話法では，ユーザは自己の思考を発声しつつ、
商品を使用する．これによって、ユーザが商品に対して
感じていることを把握できる．回顧法では，ユーザが商
品を使用した後，商品についての質問を行う．これらの
手法では，得られる結果がユーザテストを実施するイン
タビューアの力量に依存する．また，ユーザテストに参
加するユーザがユーザテストに慣れていない場合，緊張
などの要因から萎縮してしまい、経験価値を正確に測定
できない場合がある．したがって，現状のユーザテスト
は熟練したインタビューアとユーザテストに慣れたユー
ザが実施する必要があり，時間と手間がかかる．またの
インタビューへの回答は定性的であり，正確かつ詳細に
フィードバックするためには、経験価値の定量評価が必
要である．

3. 情動センシングを用いた経験価値の定量化
3.1 経験価値の定量化の概要
人は商品を評価するさいに商品が自分に対して関係・
無関係であるかどうか，そして関係がある場合にはそれ
が自身にとって有益か無益という評価を行い、その評価
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図 1: 情動による経験価値の定量評価

結果によって満足や感動、驚きなどの情動が発生する [1]
[2]．そのため，本研究ではユーザが商品を使用すること
で発生した情動の種類と強さを商品の経験価値を定量化
する評価指標として用いる．本研究では情動と相関のあ
る情報として発汗量を利用し，情動の種類と大きさ (以
下，情動の変化)を推定する．また商品使用時のユーザ
の動作からユーザが商品のどの評価項目を評価している
かを推定する．全体図を図 1に示す．まずユーザの商品
使用時の発汗量を取得し，同時に商品使用時の動作を認
識する．ユーザが商品を使用したさいに驚きや困惑など
の情動を抱く．情動が喚起されると発汗量に変動が見ら
れる [3]．この発汗量の変動からユーザの情動の変化を
推定する．また情動の変化が得られた時点でのユーザの
動作を識別し，情動を発生させた体験を推定する．次に
経験価値推定モデルに情動の変化と評価項目の情報を入
力し，経験価値を算出する．最後に算出された定量的な
経験価値を商品の開発者にフィードバックする．これに
より開発者は得られた商品の経験価値から，次の商品で
改善すべき点を正確かつ詳細に把握することができる．

3.2 情動の変化の取得手法
本手法は商品のユーザテスト実施時を想定している．
被験者は足の裏に発汗計を装着して商品を使用する．被
験者には自由に商品を使用してもらい，その間の発汗量
を記録する．記録した発汗量をもとに時系列グラフを作
成する．時系列グラフから，発汗量の変動 (以下，発汗
波形)が観測できる．発汗波形をもとに教師あり機械学
習を行い，識別器を作成する．識別器に実際に取得した
発汗波形を説明変数として入力し，被験者が情動の種類
を目的変数として出力させる．精神性発汗量は強い情動
が生起したときに増大する [4] ．よって情動の大きさを
測る指標として発汗量が有効である．本手法ではこの手
法と同じく，発汗変位量の平均と標準偏差を求め，標準
偏差を情動の大きさの評価指標とする．

3.3 動作の識別
商品を使用するとき，被験者はさまざまな行動をとる．
被験者の体験が異なれば，被験者の商品に対する動作も
異なる．そこで Kinectセンサを用いて被験者の動作を
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識別する．Kinectセンサは，近赤外線を利用した距離画
像センサと映像センサ (ビデオカメラ)を内蔵されてお
り，これらのセンサ値を人体モデルに適応することで人
体の関節部位の位置座標を算出できる．算出した位置座
標から被験者の関節部位の変位を分析することで，商品
を持っている腕などの商品に対する動作を識別する．動
作が識別できると，商品を顔に近づけているときはデザ
インに注目しているなど，被験者の体験を推定できる．

3.4 経験価値推定モデル
節 3.2にて取得した情動の変化，節 3.3にて推定した体
験を用いて商品の経験価値を推定するモデル (以下，経
験価値推定モデル)を作成する．商品の経験価値とは商
品に対する評価であるから，推定の対象とする経験価値
は良い・価値がある，悪い・価値がないという 2通りが
ある．喜びなどの正の情動が発生した場合の経験価値は
良い・価値がある，困惑などの負の情動が発生した場合
の経験価値は悪い・価値がないとなる．作成した経験価
値推定モデルに，情動の種類と情動の大きさ，体験を入
力することで商品の経験価値の大きさを出力する．また
出力された情報を商品の開発者にフィードバックする．

4. 経験価値測定実験
4.1 実験内容
被験者 3名に対し，発汗計を装着した状態で商品を使
用する実験を実施した．本実験では，発汗計への影響が
少なく，経験価値の取得が容易であるという点を考慮し，
ボールペンを用いた．商品ごとに異なる経験価値の測定
を目的として，今回は 3種類のボールペンを使用した．
実験開始から終了までの被験者の発汗量とビデオカメラ
による映像を取得した．実験ではビデオカメラの映像か
ら目視で動作を識別した．今回は，ユーザテストを実施
するというシチュエーションを想定し，ECサイトの商品
ページを閲覧することで商品の事前知識を被験者に与え
た．商品の値段，機能などの商品情報が ECサイト上で
提示されている．被験者は ECサイト上の商品情報を 3
分間閲覧した後，被験者はボールペンを使用した．本実
験では記入内容が発汗量に与える影響を考慮し [5]，ボー
ルペンの使用状況として履歴書の記入をするという状況
を設定した．記入開始から終了までの被験者の発汗量と
映像を取得した．また，発汗量の変動時に生起した情動
の種類を確認する目的で，商品使用時に思考発話法を実
施した．被験者は自分の思考を即時発言してもらった．
記入終了後，被験者に対し，商品を使用したさいの商品
の評価について，非常に良い，かなり良い，よい，どち
らともいえない，悪い，かなり悪い，非常に悪いの七件
法でアンケートを行った．アンケートの項目は，書き心
地，色・デザイン，触り心地・材質，サイズ感，機能性
の５項目である．アンケートは情動の強さと評価の度合
いの関連性を確認する目的で実施した．アンケート項目
は，ボールペンの経験価値の対象として期待される評価
項目をもとに決定した．

4.2 実験結果
思考発話法から被験者の情動を推定した．発汗量と思
考発話法で得られた情動を比較した結果，商品使用時の
情動として困惑と驚き，喜びが得られた．また，商品使
用時の被験者の動作の映像から，被験者が商品の機能の
使い方がわからず悩むという体験を目視で識別した．ア

図 2: 発汗量の最大値とアンケート結果の平均値

ンケートの評価について，非常によいを 3点，どちらと
もいえないを 0点，非常に悪いを-3点とする重み付けを
した．被験者ごとにアンケートの評価の平均を算出した．
算出したアンケート評価の平均値を縦軸，商品使用時の
被験者の発汗量の最大値を横軸とする散布図を図 2に示
す．3名の被験者のうち，2名の発汗量とアンケート評
価に正の相関がみられた．したがって，経験価値の量を
発汗量から推定できることが示唆される．被験者 Bの
み，発汗量とアンケート評価に負の相関がみられた．被
験者Bは商品 3を普段から使用しており，商品に対する
慣れから使用時に与えるインパクトから喚起される驚き
や使用感の戸惑いから喚起される困惑などの情動の変化
が少なかったことが原因であると考えられる．

5. おわりに
本論文では，ユーザが商品を使用しているときの情動
と体験を推定し，それらから経験価値を推定する手法を
提案した．今後，より多くのデータを収集して，手法の
精緻化を図る．
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